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岩野 容三 (同 上)
上原 正93(京大･理)
神田芯八郎 (煎大･凸)
小金沢正昭 (双京凸工大･凸)
房総のニホソザル調査は,DJ総の地域的自然全体との
つながりあいのなかでニホンザルをW･き彫りにしうるよ
うに,著者等以外の多くの人 の々協力を和て,きわめて
包括的･永続的な調査として行なわれている｡一両では
人々の自然への渇きをみたし,他面ではその当然の締結
として付随する自然保誕運動と安部一体をなしながら,
あまり遠くない将来のある日,人間自身について- と
くに人間の自然的韮盤と文明の現状について,組爪的に
論及しうるようになるだろうという予mlをもって行なわ
れている｡この調査は,利用できるすべての研宛予許を
投入した上に,多くの人々のボランティア活動によって
支えられており,また一面では,人々の努力を相互に閑
述づけて､あわせて ｢ひとつの調査｣として成り立ちう
るよう充分に配慮はしているが,一人一人の作業として
は叩純捌 トであって,一定期間フィー ルドへ出たら自分
の日にふれた耶91な一定の様式に従って整理記載し,揺
if三品も同脚こ一定の))瀧で処理保存し,それらすべてを
一ヶ所に狭めて迅托しうるようにしているにすぎない｡
上記のような調査の次位から,どの成果はどの研究門
に対応するという性TIでもなければ,経過和/Bとしても
研究狩の山Wr別にはなしにくい｡しかしわれわれのグル
ープ研究も年を血ねてようやくとりまとめの段脚こ入っ
た部分がでてきたので,別掲文献リストりに1974年度中
に発表したものをすべて収録した｡上記のような調査の
宍感から明らかなように,BIJ拍文献リストに含まれたす
ベてのものに ｢共同利m研究焚｣ も部分的にrt献して
いる｡
1974年度中の主たる トピックスとしては,苅宕山の
T-Ⅰ郡の個体識別が完了し,西部地域の分神城の捗正が
なされ,フソ分相こ韮いて刀総におけるニホンザルの食
性の季節的変化がまとめられたが,これらはすべて千粟
爪の委託調査の孤岱告のなかに述べられているのでここ
にはくりかえさない｡
1974年秋の約4回一六調光時に,元WJl田地区で野生群
の空間的広がりについて宕-T･のgQ昧あるTf料が狩られ,
また1974年末から1975年料こかけて.新たに詳細な食い
あと調査が行われ.冬季の主要食物柾物4位について,
利用状況の時期的変化が評紗こ記耽されたので,これら
2点について以下に手相 する｡なおこの他に新たに始め
られたものとしては,1974年･12月から.台か こ房総自然
博物粒の宿泊の灰が得られるようになったのを機会に,
現地で処理できるていどの何叫なものだが,月別にT-Ⅰ
群のフソについて寄生虫の調査が行なわれている｡
1. 元清澄地区における=ホンザル野生群の空間的広
がりについて
高宕地区では,地形 ･相生条件からも,爪付け-3の人
間とのかかわりあいの点からも群Jtの田接祝祭が比較的
容易であり,従って群れを相互に適確にm別しうるが,
元Wf田地区では.W.'緑川を主とする比較的自然なうつそ
うたる森椎が多く.餌付け等の人為が一切加えられてな
い,その点では全く理想的な野生群の観察が期待される
のだが,山頂部がなだらかに広がり,常緑樹の厚い英層
が視野をふさいでしまうため,群れの継杭的な直接観察
がきわめて困難である｡
1972年の一斉調査以来今日までに抗み盃ねられた宍料
によって,元清澄地区の群れの数や,それらの全体とし
ての分布域についてはいよいよ故国に確信するにいたっ
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